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光反応基を利用すると…

通常

光反応基あり

弱い結合
引っ張る 離れる

弱い結合

光

一番強い結合
（共有結合） 絶対に離れない：光反応基

（変性）

熱処理

絶対に離れない

離れる



光反応基のユニット化
混ぜるだけで光反応基
を導入できる技術
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混ぜるだけ→誰でも利用できる「光反応ユニット化」技術

切り離し可能な握手
thiosulfonate bromide

aminooxy



核抽出液中の結合タンパク質を網羅的に解析する

複数のDNA結合タンパク質

の同時解析が可能

何個ある?，分子量は?

1.  核抽出液（HeLa細胞）

2．核抽出液 + 同じ配列の競合DNA
3．核抽出液 + 1カ所違う競合DNA

1 2 3 1*M
長時間露光

32 (27)

43 (38)
51 (46)

核の中にある様々な
タンパク質を含む

核抽出液

オクタマーDNAに結合するタンパク質光化学的ゲルシフトアッセイ

核

非変性-PAGE SDS-PAGE




